
 屋外広告物条例施行規則の一部改正に伴うパブリックコメントの実施について 

 

改正後 

表-１ 広告物ごとの点検の要否 

表-２ 安全点検項目の新旧比較 

１.改正の目的 

 近年、老朽化等により屋外広告物が落下するなどの事故が発生しており、屋

外広告物の安全性の確保が全国的な課題となっています。屋外広告物の安全

性の確保には、所有者等による適切な点検が必要不可欠であり、地方公共団

体による屋外広告物の安全性の確認・指導及び啓発が重要となっています。こ

のような状況を受けて、平成 29年７月に国土交通省から「屋外広告物の安全点

検に関する指針」が示され、全国的に安全点検の強化を図る対策が進められて

いるところです。 

本市においても、公衆への危害防止を目的に屋外広告物の更なる安全確

保のために、安全点検の強化に関する屋外広告物条例施行規則の一部改

正を実施します。 

 

２.川崎市の屋外広告物に対する取組の現状 

本市では、良好な景観の形成、風致の維持、公衆に対する

危害を防止するために、屋外広告物に対して必要な規制を行

っており、広告物の表示を原則許可制としています。ただし、表

示面積の合計が 10平方メートル以下の自家用広告物など、一

部の広告物については許可の対象外としています。 

加えて、許可が必要な広告物のうち一定規模を超える広告

物については、２年に一度「安全点検調査報告書」の提出が必

要です。 

 

３.制度改正のポイント 

 （１）安全点検の対象となる広告物の範囲拡大 

「安全点検調査報告書」の提出については、一定規模を超える許可広告物のみを対象としていますが、改

正後は、はり紙、はり札、広告旗、車体広告等の簡易的な広告物を除く、全ての許可広告物を対象とします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）有資格者による点検 

現在は、「安全点検調査報告書」の作成にあたって、必要な資格は定めておりませんが、一定規模を超え

る広告物の安全点検については、①屋外広告士②講習会修了者③広告美術科に係る職業訓練指導員若

しくは職業訓練修了者又は広告美術仕上げに係る技能検定合格者④その他市長が同等以上の知識を有

すると認めた者が作成した「安全点検調査報告書」の提出が必要となります。 

 

 

 

（３）安全点検調査報告書の充実 

   安全点検項目を６項目から 17項目に細分化し、安全点検の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．他都市の状況 

 神奈川県をはじめとした県内の主な自治体や、東京都も許可広告物を点検の対象としており、加えて一定規模

を超える広告物や指定された広告物について、本市と同様に有資格者による点検の対象としています。 

 

５．スケジュール 
令和元年 11月 14日 まちづくり委員会              

（パブリックコメント実施報告）        
12月１日から 
12月 31日まで パブリックコメント            

 

広告の種類 
点検の要否 

改正前 改正後 

許
可
が
必
要
な
広
告
物 

広告塔・広告板

等 

（壁面広告・屋上

広告・建植広告・

アーチ等） 

一定規模を 

超える広告物 

（図-２参照） 

要 

※点検者の 

資格要件なし 

要 

※有資格者に 

よる点検 

一定規模以下の 

広告物 

不要 要 

※点検者の 

資格要件なし 

簡易的な広告物等 

（アドバルーン・はり紙またはポスター・立看

板又は広告旗・自動車等に表示する広告物、柱

類に表示する広告物・はり札等） 

不要 不要 

許可のいらない広告物 不要 不要 

点検 

箇所 
点   検   項   目 

異常の

有・無 

基
礎
部 

上
部
構
造 

１ 上部構造全体の傾斜、ぐらつき  有 無 

２ 基礎のクラック、支柱と根巻きとの隙間、支柱ぐらつき 有 

 
無 

３ 鉄骨のさび発生、塗装の老朽化 有 無 

支
持
部 

４ 鉄骨接合部（溶接部・プレート）の腐食、変形、隙間 有 無

し ５ 鉄骨接合部（ボルト、ナット、ビス）のゆるみ、欠落 有 無

し 
取
付
部 

６ アンカーボルト・取付部プレートの腐食、変形 有 無

し ７ 溶接部の劣化、コーキングの劣化等 有 無

し ８ 取付対象部（柱・壁・スラブ）・取付部周辺の異常 有 無

し 
広
告
板 

９ 表示面板・切り文字等の腐食、破損、変形、ビス等欠落 有 無

し 10 側板、表示面板押さえの腐食、破損、ねじれ、変形、欠損 有 無

し 

 
11 広告板底部の腐食、水抜き孔の詰まり 有 無

し 照
明
装
置 

12 照明装置の不点灯、不発光 有 無

し 13 照明装置の取付部の破損、変形、さび、漏水 有 無

し 14 周辺機器の劣化、破損 有 無

し 
そ
の
他 

15 付属部材の腐食、破損 有 無

し 16 避雷針の腐食、損傷 有 無

し

氏 
17 その他点検した事項 有 無

し 

点 検 項 目 適否 

１ アンカーボルト  

２ 主要部分の鉄骨  

３ 主要部分の接合部  

４ 広告面の汚色等  

５ ネオン管の取付  

６ そ  の  他  
① 建築基準法の規定に基づく工作物確認を

受けて設置された広告物（高さ４メートルを超

える工作物等） 

② 建築物の上部に設置されたもので表示面

積が 50平方メートルを超えた広告物 

③ 建築物の壁面を利用して掲出されたもので

表示面積 30平方メートルを超えた広告物 

④ 建築物から突き出したもの（袖看板等）で、

表示面積が 20平方メートルを超えた広告物 

⑤ その他市長が、特に必要と認めたもの 

 

令和２年１月  まちづくり委員会（予定） 
（パブリックコメント結果報告） 

１月  屋外広告物審議会（諮問） 
      ２月  規則改正公布 
      ４月  規則施行 

許可のいらない広告物 

・合計面積 10㎡以下の 

自家用広告物 等 

図-１ 屋外広告物に対する規制の概要 
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危険な状態の看板の例 
（出典「屋外広告物の安全点検に関する指針」 

国土交通省都市局公園緑地・景観課 平成 29年７月） 

【許可のいらない広告物 

について】 

許可のいらない広告物（10 平

方メートル以下の自家用広告物

等）については、点検の対象では

ありませんが、安全管理の重要

性について商店街等を通じて啓

発活動を行い、自主的な点検を

お願いするなど、安全対策に取り

組んでいきます。 

改正前 

許可が必要な広告物 

・合計面積 10㎡を超える

自家用広告物 

・自家用広告物以外の 

広告物 等 

一定規模を超え

る場合は、 
安全点検が必要 

 

図-２ 一定規模を超える広告物の種類と規模 


